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新たな峰山支所の紹介

社
協
峰
山
支
所
を

社
協
峰
山
支
所
を

      

市
役
所
峰
山
庁
舎
２
号
館

市
役
所
峰
山
庁
舎
２
号
館  

に
移
転
！

に
移
転
！

　

京
丹
後
市
役
所
に
お
い
て
昨

年
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
増
築

棟
工
事
で
、
峰
山
庁
舎
２
号
館

が
８
月
４
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
ま
し
た
。
１
階
の
フ
ロ

ア
に
は
市
民
課
や
保
険
事
業

課
、
税
務
課
、
峰
山
市
民
局
の

窓
口
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
今

回
、
新
し
く
そ
の
一
角
に
本
会

の
峰
山
支
所
の
窓
口
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
、
８
月
12
日
か

ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
京
丹
後

市
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
に
あ
っ
た
峰
山
支
所
は

移
転
と
な
り
ま
し
た
。

　

峰
山
庁
舎
２
号
館
に
移
転
し

た
峰
山
支
所
で
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
総
合
相
談
支
援
、
社

会
活
動
へ
の
参
加
支
援
、
地
域

づ
く
り
活
動
支
援
を
実
施
す
る

ほ
か
、
新
た
に
こ
れ
ま
で
本
所

（
京
丹
後
市
弥
栄
庁
舎
２
階
）

で
取
り
扱
っ
て
い
た
市
域
全
体

に
わ
た
る
地
域
活
動
支
援
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
つ
な

が
る
オ
ム
ツ
宅
配
便
、
制
服
リ

ユ
ー
ス
事
業
等
の
業
務
を
行
う

た
め
、
職
員
の
異
動
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
峰

山
支
所
で
実
施
し
て
い
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
や
家

計
改
善
支
援
事
業
、
そ
し
て
生

活
福
祉
資
金
貸
付
事
務
な
ど
、

個
人
や
世
帯
を
個
別
に
支
援
す

る
生
活
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
担
当
職
員
の
異
動
と
共

に
そ
の
機
能
を
本
所
に
移
転
し

て
い
ま
す
。

市
民
課

市
民
課

保
険
事
業
課

保
険
事
業
課

税
務
課

税
務
課

峰
山
市
民
局

峰
山
市
民
局

社
協

峰
山
支
所

1階フロア1階フロア

正面入口正面入口正面入口

２号館１階平面図

プレオープンした京丹後市役所峰山庁舎２号館
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新たな峰山支所の紹介

2 号館 3 階まちそらテラスから望む街並み（峰山支所の職員）

社協峰山支所は１３番窓口となります

来客者に合わせて対応できます 来客者との距離が近くなりました

アダチアダチ イシクライシクラ
イガキイガキ

ウノウノ

モリグチモリグチ

センガセンガ

3



　

８
月
31
日
、
京
丹
後
市
総
合
防
災
訓

練
が
網
野
町
浅
茂
川
漁
港
で
実
施
さ

れ
、
本
会
は
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の

向
上
を
目
的
に
、
会
場
内
の
展
示
ブ
ー

ス
で
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
展
示
や
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

非
常
用
持
ち
出
し
品
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
避
難
所
ま
で
無
理
な
く
持
ち

運
べ
る
重
さ
を
知
っ
て
お
く
こ
と
、
季

節
に
よ
っ
て
必
要
な
も
の
を
入
れ
替
え

る
こ
と
、
水
や
食
料
の
賞
味
期
限
が
切

れ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時

の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会

と
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
展
示
さ
れ
た
非
常
用
持

ち
出
し
品
の
中
か
ら
「
自
分
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
は
何
か
」
を
考
な
が
ら
持

ち
出
し
袋
に
詰
め
、
実
際
に
背
負
っ
て

み
る
こ
と
で
そ
の
重
さ
な
ど
を
体
感
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体
験
で
は
、

参
加
者
か
ら
「
想
像
し
て
い
た
よ
り
寝

心
地
が
良
い
。
避
難
所
で
の
生
活
を
想

像
で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

本
会
で
は
、
防
災
訓
練
や
出
前
講
座

な
ど
機
会
を
設
け
て
、
災
害
に
対
す
る

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
大
切
さ
を
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
役
立

つ
ト
イ
レ
の
使
い
方
か
ら
非
常
用
持
ち

出
し
品
や
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
り
方

な
ど
、
大
規
模
災
害
現
場
へ
の
職
員
派

遣
で
得
た
知
見
を
盛
り
込
み
、
地
域
住

民
と
と
も
に
災
害
時
に
命
を
守
る
備
え

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
創
っ
て
い
き

ま
す
。

　

京
丹
後
市
が
作
成
し
各
戸
配
付
し
て

い
る
「
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
は
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
と
土
砂

災
害
の
リ
ス
ク
が
あ
る
区
域
が
色
分
け

で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
家
が
危
険
区
域
に
あ
る
場
合
は
、

日
頃
か
ら
気
象
情
報
等
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
事
前
に
避
難
場
所
や
避
難
経

路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
災
害
時
の

迅
速
な
行
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
等
で
避
難
所
に
向
か
う

こ
と
が
危
険
な
場
合
は
、
建
物
の
２
階

以
上
も
し
く
は
山
等
と
反
対
の
部
屋
で

過
ご
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
親
戚
や
友
人
宅
が
安
全

な
場
所
に
あ
り
、
避
難
が
可
能
な
場
合

は
検
討
し
て
お
く
な
ど
、
そ
の
時
に
で

き
る
最
善
の
方
法
を
事
前
に
考
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害

が
発
生
し
た
際
、
家
の
電
気
・
水
道
・

通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ

プ
す
る
な
ど
、
慣
れ
な
い
環
境
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

こ
う
し
た
非
常
時
に
は
住
民
同
士
の
助

け
あ
い
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
行

事
や
活
動
に
参
加
し
、
挨
拶
を
交
わ
す

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広

げ
る
ほ
か
、
地
域
の
実
施
す
る
防
災
訓

練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
協
働
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め

    
も
し
も
に
備
え
て
今
で
き
る
こ
と
を

も
し
も
に
備
え
て
今
で
き
る
こ
と
を

災害に備える

災
害
リ
ス
ク
を
確
認
す
る

助
け
あ
い
の
関
係
づ
く
り

非常用持ち出し品を考える来場者

防災訓練に参加し顔をあわせる地域住民
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非常用持ち出し品を考えよう

災害に備える

今日からできる備蓄「ローリングストック」

　災害時の「非常用持ち出し品」は、性別や年齢、家族構成、
普段の生活スタイルによって違います。
　突然、避難しなければならない状況になった時、あわてて
持ち物を用意すると焦ってしまいます。避難生活で、自分や
家族には何が必要かを考え、非常用持ち出し品を備えておき
ましょう。

必　需　品
□ 飲料水 □ 食べ物 □ 携帯トイレ □ 衛生用品

□ 救急用品 □ 歯磨きセット □ 衣類・下着 □ 懐中電灯・ランタン

□ 携帯ラジオ □ カイロやレインコートなど季節グッズ □ アイマスク・耳栓

□ その他（キャッシュカード、現金、パスポート、運転免許証、マイナンバーカードなど）

乳幼児がいる家庭の備え
□ ミルク（キューブタイプ） □ 子ども用紙オムツ □ 抱っこひも

□ 使い捨て哺乳瓶	 □ お尻ふき □ 子どもの靴

□ 離乳食 □ 携帯用お尻洗浄機

□ 携帯カトラリー □ ネックライト

女性の備え
□ 生理用品 □ サニタリーショーツ □ 防犯ブザー

□ おりものシート □ 中身の見えないごみ袋

高齢者がいる家庭の備え
□ 大人用紙パンツ □ 介護食	 □ 杖

□ デリケートゾーンの洗浄剤 □ 入れ歯・洗浄剤 □ 持病の薬

□ お薬手帳のコピー □ 補聴器 □ 吸水パッド

　「ローリングストック」とは普段の生活で使う食料や
日用品を少し多めに買いおきし、古いものから順に日々
の生活の中で使いながら、使った分を買い足すことで、
日ごろから一定量の食料や日用品を備蓄しておく方法
です。
　この方法により、備蓄品の賞味期限切れを防ぐこと
ができるほか、災害が発生した場合でも普段から食べ
慣れたもの、使い慣れたものを食べたり、使用したり
できるというメリットがあります。買い足す買い足す 消　費消　費

備える備える
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　9 月４日に京都府民総合交流プラザで、第７４回京都府社会福祉大会が開催され、長
年にわたり社会福祉事業に貢献された個人・団体が表彰されました。

京丹後市の受賞者及び団体等は以下のとおりです。（順不同・敬称略）

※第７4 回京都府社会福祉大会名簿より

第74回第 74回

◎民生委員・児童委員　　小 谷　 一 男　　多 賀 野 清 子　　小 倉　 麗 子
◎社会福祉事業従事者
　（ 丹 後 福 祉 会 ） 梅 田 み ど り
　（はしうど福祉会） 大 久 保 竜 巳　　才 本　 良 子　　　蒲 田　 和 子　　稲 田 由 美 子　　岡　　 俊 輔

蒲 田　 陽 子
　（ 北 丹 後 福 祉 会 ） 冨 森　 律 彦　　　梅 本　 稔 博
　（みねやま福祉会） 後 藤 絵 理 子　　　　黒 田 い ず み　　稲 川　 昭 代　　大 森　 龍 章　　　松 井　 恵 子

安 井 麻 由 美　　渡 邊　 明 子　　　新 谷　 仁 美　　水 口　　 悟　　　　末 次 さ お り
平 井　 笑 子　　　中 江　 達 夫　　　山 本　 美 保　　森 本 貴 代 美　　亀 井　 順 子
田 中 久 美 子　　田 中 麻 奈 美　　尾 﨑　 恵 子　　池 田 有 希 子

　（ 京 丹 後 市 社 協 ） 中 江　 義 昭　　　吉 岡 ひ と み　　田 家　 純 子　　木 下　 和 泉
◎ボランティア個人 平 野 美 和 子　　最 上　 公 野
◎ボランティア団体 京丹後市レクリエーション協会

京都府社会福祉事業・ボランティア功労者知事表彰

◎法人・団体寄付　　　奥 滝 電 気 株 式 会 社 株 式 会 社 日 進 製 作 所 グ ル ー プ 　 　 　 　藤 忠 株 式 会 社

京都府共同募金会会長表彰・感謝

京都府社会福祉協議会会長表彰・感謝
◎社会福祉事業特別功労者
　（ 丹 後 福 祉 会 ） 松 本 ふ み 子 長 砂 由 起 子 由 良 真 知 子 小 谷　　 恵 田 中　　 緑

谷 口　 竜 平 岩 浪 志 津 香 川 辺　 奈 々
　（はしうど福祉会） 谷 岡 由 利 子 野 木　 佑 真 入 江　 航 也 福 井　 利 郎
　（ 北 丹 後 福 祉 会 ） 田 中　 良 隆
　（あしぎぬ福祉会） 中 西　 恵 子 谷 川　 洋 子 蒲 田 真 由 美 仙 頭　 正 視 岡 田　 友 江

酒 井　 美 穂 田 中　 和 子 室 井　 誠 井 浪　 利 和 川 村　　 薫
喜 捨 さ つ き 木 屋 野 里 佳 佐々木絵美利 明 石　 慎 平 田 中　 祐 輝

　（みねやま福祉会） 有 吉 加 代 子 安 田　 裕 子　 三 浦　 恭 平 山 本　 道 治 谷 口　 晶 子
中 山　 勝 太 服 部 真 己 子 田 中　 汐 理 三 原　 智 子 小 北　 幸 代
川 﨑 美 由 紀 梅 田 美 喜 子 小 路 理 枝 子

　（ 京 丹 後 市 社 協 ）　岡 田　 英 司
◎社会福祉協議会活動功労者 松 本　 百 代 本 城 孝 之 助 髙 橋　 啓 子
◎ボランティア功労者　　　京丹後よさこい連　 おはなちゃん
◎優良小地区社会福祉協議会 丹波区福祉委員会
◎社会福祉事業協力者 山 中　 知 子 株式会社日進製作所グループ

京都府社会福祉大会京都府社会福祉大会
京都府社会福祉大会開催
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協力店設置用募金箱の飾り付け

居場所づくりとして地域で実施されているサロン活動

10
月
１
日
か
ら

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
も
、
10
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
京

丹
後
市
で
は
、「
京
丹
後
市
共
同
募
金

委
員
会
」
が
中
心
に
募
金
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
会
で
は
、
京
丹
後
市
共
同
募
金
委

員
会
と
協
力
し
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
募
金
の
協
力
を
お
願
い

し
た
り
、
市
内
の
企
業
に
法
人
募
金

や
募
金
箱
の
設
置
を
依
頼
す
る
な
ど
、

共
同
募
金
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

集
ま
っ
た
募
金
は
、
支
え
あ
い
な

が
ら
生
活
の
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
資
金
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
活
動
団
体
へ
助
成
さ
れ
地

域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
も
、
京
丹
後
市
共
同
募
金
委

員
会
か
ら
の
配
分
金
を
活
用
し
、
社

会
が
変
化
す
る
な
か
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
福

祉
委
員
や
団
体
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

京
丹
後
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
助
成
制
度
を
見
直
し
「
迅

速
か
つ
柔
軟
に
地
域
福
祉
活
動
に
活
用

す
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
い
て
配
分

事
業
を
大
き
く
見
直
し
、
福
祉
活
動
を

継
続
し
て
応
援
す
る
「
つ
づ
き
・
つ
な

が
る
活
動
助
成
」
と
複
雑
化
す
る
課
題

に
対
応
す
る
非
営
利
団
体
の
活
動
を
積

極
的
に
支
援
す
る
た
め
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ

助
成
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
本
会
で
は
京

丹
後
市
共
同
募
金
委
員
会
の
意
向
を
踏

ま
え
、
共
同
募
金
の
配
分
金
を
活
用
し

て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
応
援
す
る

た
め
に
、「
福
祉
委
員
活
動
助
成
」「
ふ

れ
あ
い
居
場
所
づ
く
り
活
動
助
成
」
の

２
つ
の
助
成
制
度
を
新
た
に
創
設
し
ま

し
た
。

　

福
祉
委
員
は
、
地
域
の
福
祉
活
動
の

推
進
役
と
し
て
区
長
か
ら
推
薦
が
あ
っ

た
5
8
7
名
を
、
本
会
会
長
が
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

福
祉
委
員
が
主
体
と
な
り
、
区
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
等
と
協
力
し
合
っ

て
、
区
民
の
交
流
会
や
見
守
り
活
動
等

に
活
用
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
対
象
は
、「
高
齢
者
」
や

「
子
ど
も
」、「
住
民
全
般
」
な
ど
様
々
で
、

対
象
者
に
合
わ
せ
て
、
筋
力
向
上
の
体

操
や
楽
器
演
奏
や
踊
り
の
鑑
賞
、
茶
話

会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

赤い羽根共同募金運動

共
同
募
金
の
配
分
の
見
直
し

福
祉
委
員
活
動
助
成

ふ
れ
あ
い
居
場
所
づ
く
り

　
　
　
　
　

活
動
助
成
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お知らせ

発行／社会福祉法人　京丹後市社会福祉協議会
〒 627-0111 京都府京丹後市弥栄町溝谷 3464 0772-65-2100 0772-65-3294
http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotango　E-mail:info@kyotango-shakyo.jp
F B ア ド レ ス　h t t p s : / / w w w . f a c e b o o k . c o m / k y o t a n g o a i t a n
Instagram ア ド レ ス　https://www.instagram.com/kyotangoshakyo
京 丹 後 市 や さ か 老 人 保 健 施 設 ふ く じ ゅ 専 用 HP https://yasaka-fukujyu.jp/

峰 山 支 所
大 宮 支 所
網 野 支 所
丹 後 支 所
弥 栄 支 所
久美浜支所

（市峰山庁舎２号館内　TEL62-4128）
（市大宮福祉会館内　TEL64-2037）
（網野健康福祉センター内　TEL72-0797）
（ 市 丹 後 庁 舎 内　TEL75-0808）
（ 市 弥 栄 庁 舎 内　TEL65-2100）
（市久美浜庁舎内　TEL82-0008）

善意のご寄付善意のご寄付 あたたかいお気持ちをいただき、ありがとうございました。あたたかいお気持ちをいただき、ありがとうございました。
（令和７年 7 月１日～令和７年 8 月３1 日受付分）（令和７年 7 月１日～令和７年 8 月３1 日受付分）

供養として
中川　光春　様（大宮町延利）　50,000 円　亡父  利昭 様

釣銭の一部を寄付
小市郎商店お客様（丹後町間人）　

3,870 円

京丹後市グラウンド・ゴルフ協会
会長  川堂　憲雄
市交歓大会ホールインワン基金  9,200円

ホールインワン基金を寄付
地域福祉事業へ

株式会社ベルマリエ様（通算 229 回目）　　　　 6,000 円
一般財団法人全国福利厚生共済会 connect 京丹後　10,000 円
久美浜中学校 S45 年度卒業生３年３組同窓会　1,440 円 
匿名　様　　　　　　　　　 　　　　　　　　   3,000 円

市内中学生対象
『制服リユース事業』寄付・譲受受付のご案内

京丹後市ボランティア連絡会弥栄支部

「車イス」を京丹後市社協へ寄贈

　成長や破損により新たな制服等が必用な生徒に無償で提供
します。８月より譲受申し込み受付を開始しています。

　京丹後市ボランティア連絡会弥栄支部は、ボランティア活動
団体が情報交換や連携を図り、ネットワークを広げるために結
成された団体です。活動のひとつに空き缶のプルタブを集め換
金し、車イスを寄贈する活動をしています。
　今回は、本会に「外出等で一時的に車イスを必要とされる地
域住民のために」と車イスの寄贈がありました。

これまでに寄付で集まった制服、柔道着等があります。 
希望されるかたは、各支所へお問合せください。

寄付・譲渡の対象物品
制服・体操服・柔道着

～特に寄付をお願いしたい物品～
大宮中：スラックス、ジャージ上下、ハーフパンツ
網野中：男子ブレザー、スラックス、ハーフパンツ

　満１歳までの子どもを養育している
家庭を、おむつ配り隊（訪問支援員）
が訪問し、おむつ等の育児用品ととも
に、子育てに関するサー
ビスやサロン等の情報を
届けます。

※毎月 上限に達し次第終了させていただきます。

つながるオムツ宅配便

こちらから
お申し込みください

●は嘱託職員　（）内は前所属

採用　令和７年７月１日付
【ふくじゅ】
　山本　裕美子　　准看護師

異動 令和７年８月 12 日付
【本所】地域福祉課  
　野木　博之　　（峰山支所）
　田中　玲子　　（峰山支所）
　宮島　裕子　　（峰山支所）
●田中　源一郎   （峰山支所）
●新井　久美子   （峰山支所）

【峰山支所】　地域福祉課　　
　森口　紀子　　（本所）
　井垣　真美　　（本所）
　安達　拓也　　（本所）
　千賀　壮　　　（本所）

退職 令和 7 年 8 月 31 日付
【ふくじゅ】　　
　宮森　里奈子

職
員
の
採
用
・
　
　
　
　

職
員
の
採
用
・
　
　
　
　

　　    

異
動
・
退
職

異
動
・
退
職

市民への貸出し用として活用します

8


